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(57)【要約】
　使い勝手が良好な付属品取付アダプタを簡単に着脱可
能と取り付けることができる携帯型超音波診断装置を提
供する。
　携帯型超音波診断装置１は、表示筐体を、本体筐体に
対して、回動且つ旋回可能に支持する回転軸部２００を
有し、回転軸部２００には、表示筐体の下端に形成され
たアーム部８２を軸支する軸受部２０２が形成されてい
る。軸受部２０２のアーム部８２が回動する空間の後方
に、付属品取付アダプタ４００を着脱自在に取り付ける
取付部４５０を設ける。付属品取付アダプタ４００の取
付脚部４０１は、取付部４５０と同様の形状を有し、表
示筐体を倒した状態で、取付部４５０に対し着脱可能と
なり、表示筐体を立てた状態では、アーム部８２により
取付位置にロックされる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部を有する表示筐体と、本体筐体と、前記表示筐体を前記本体筐体に対し、折りた
たみ可能及び／又は旋回可能に支持する支持部とを備えた携帯型超音波診断装置において
、
　前記支持部は、付属品取付アダプタを着脱自在に取り付けるための取付部が形成されて
いることを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項２】
　表示部を有する表示筐体と、本体筐体と、前記表示筐体を前記本体筐体に対し、折りた
たみ可能に支持する支持部とを備えた携帯型超音波診断装置において、
　前記支持部は、前記表示筐体の下端に設けられたアーム部と、前記アーム部と係合する
軸受部を備えた軸受部材とを有し、
　前記軸受部材は、前記表示筐体の可動範囲を除く領域に、付属品取付アダプタを着脱自
在に取り付けるための取付部が形成されていることを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項３】
　表示部を有する表示筐体と、本体筐体と、前記表示筐体を前記本体筐体に対し、折りた
たみ可能且つ旋回可能に支持する支持部とを備えた携帯型超音波診断装置において、
　前記支持部は、前記表示筐体の下端に設けられたアーム部と、前記本体筐体に対し回転
可能に固定され、前記アーム部と係合する軸受部を有する回転軸部とを有し、
　前記回転軸部は、前記表示筐体の折りたたみ動作の可動範囲を除く領域に、付属品取付
アダプタを着脱自在に取り付けるための取付部が形成されていることを特徴とする携帯型
超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の携帯型超音波診断装置であって、
　前記軸受部は、前記アーム部を支持する縁部が後方に回り込んで後方縁部が形成され、
前記取付部は、前記軸受部の後方縁部と前記軸受部に軸支された前記アーム部との間に形
成されており、
　前記表示筐体を立てた姿勢では、前記取付部に取り付けられる前記付属品取付アダプタ
の脚部を前記アーム部と前記後方縁部で保持し、前記表示筐体を前方に倒した姿勢では、
前記取付部の前方の空間が開放され、前記付属品取付アダプタの脚部の取り外しが可能で
あることを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項２又は３に記載の携帯型超音波診断装置であって、
　前記取付部は、前記軸受部とは独立して設けられていることを特徴とする携帯型超音波
診断装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか一項に記載の携帯型超音波診断装置であって、
　表面に入力操作キーを備えたキーボード筐体と、前記キーボード筐体を前記本体筐体に
対し折りたたみ可能に支持する第二の支持部を備えたことを特徴とする携帯型超音波診断
装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の携帯型超音波診断装置であって、
　前記支持部は、前記表示筐体を前記本体筐体に対し旋回可能に支持する回転軸部を有し
、
　前記表示筐体の表示部が形成されている側を前方、その反対側を後方としたとき、前記
回転軸部の、前記表示筐体より後方の位置に、付属品取付アダプタを着脱自在に取り付け
るための取付部が形成されていることを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれか一項に記載の携帯型超音波診断装置において、
　前記取付部は、前記付属品取付アダプタの脚部の外形と同一の凹部形状を有することを
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特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれか一項に記載の携帯型超音波診断装置に装着される付属品取
付アダプタであって、
　前記携帯型超音波診断装置の前記取付部に嵌合する脚部と、少なくとも一つの付属品保
持部とを備えたことを特徴とする付属品取付アダプタ。
【請求項１０】
　請求項９に記載の付属品取付アダプタであって、
　前記付属品保持部の一端に設けられ、前記付属品保持部を水平に支持する横支持体と、
　前記横支持体と前記脚部とを連結する主支持体と、
　前記横支持体と主支持体の下端部とを連結する補強支持体とを備えたことを特徴とする
付属品取付アダプタ。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載の付属品取付アダプタであって、
　前記付属品保持部は、複数の付属品を収納するための開口穴を備えたテーブル面である
ことを特徴とする付属品取付アダプタ。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の付属品取付アダプタであって、
　前記開口穴は切欠部を有し、外縁がＣ字形状であることを特徴とする付属品取付アダプ
タ。
【請求項１３】
　請求項９ないし１２のいずれかに一項に記載の付属品取付アダプタであって、
　前記付属品保持部は、超音波探触子を保持する保持部であることを特徴とする付属品取
付アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯型の超音波診断装置に係り、特に、付属品取付アダプタを着脱可能に支
持する機構を備えた携帯型超音波診断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　計測機器の分野や医用検査装置の分野において、従来、移動可能な台車に各種装置を搭
載したワゴンタイプの装置が多用されてきたが、近年、可搬性に優れた携帯型の装置が実
用化されている。携帯型の装置には、分野によっても異なるが、広い面を水平に置いた本
体に対し表示装置を開いて使用するノートタイプのものや、縦型の本体とそれに固定され
た表示装置を縦置きにして、下方に折りたたみ可能なキーボードを備えた縦型タイプと呼
ばれるものなどが市場に流通している。
【０００３】
　特に、医用検査装置の分野では、計測部の構造が小さい超音波診断装置などで、計測デ
ータの処理を行う本体と表示部とを一体化した携帯型の装置が種々提案されている。例え
ば、特許文献１には、ノートタイプの超音波診断システムが、特許文献２には、縦型の超
音波診断装置が提案されている。
【０００４】
　また医用検査の分野では、表示装置に表示された画像を装置を操作する者だけでなく、
患者等にも見せる機会があり、表示装置は旋回機能を持つことが望まれている。このよう
な要請に対し、特許文献３には、旋回機能を持たせた表示装置を備えた超音波診断装置が
提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開２０１０－５７６７４号公報
【特許文献２】特開平８－２５２２５０号公報
【特許文献３】特開２０１０－１６２１０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　携帯型超音波診断装置の大きな利点は、可搬性（携帯性）及び設置スペースが少ないと
いう点であるが、超音波診断装置の付属品を収納するスペースがないとの課題がある。例
えば、超音波診断装置においては、診断する部位に合わせて複数の超音波探触子を使いた
いとのニーズがあるが、携帯型超音波診断装置以外に収納スペースを準備すると、折角の
携帯性が損なわれてしまうという課題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、使い勝手が良好な付属品取付アダプタを簡単に着脱可能に取り付け
ることができる携帯型超音波診断装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の携帯型超音波診断装置は、表示筐体を、本体筐体
に対して、回動及び／又は旋回可能に支持した構造（支持部）を持ち、その支持部に、超
音波診断装置の付属品を収納する付属品取付アダプタを着脱自在に取り付ける取付部を設
けることを特徴としている。
【０００９】
　この支持部が、表示筐体を旋回可能に支持する回転軸部を備える場合には、この回転軸
部に取付部を設ける。また支持部が、表示筐体を回動可能に支持する軸受部を備える場合
には、その軸受部の後方に取付部を設ける。取付部は、軸受部の縁部を後方に延長して形
成してもよいし、軸受部とは独立して形成してもよい。軸受部の縁部を後方に延長して取
付部を形成した場合には、表示筐体を前方に倒した状態で、付属品取付アダプタの取付部
への取付或いは取付部からの取り出しを可能にし、表示筐体を立てた状態で、取付部に取
り付けた付属品取付アダプタの姿勢をロックする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、使い勝手が良好な付属品取付アダプタを簡単に着脱可能に取り付ける
ことができる携帯型超音波診断装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の携帯型超音波診断装置の第一実施形態を示す斜視図で、（ａ）は操作姿
勢、（ｂ）は第一収納状態、（ｃ）は第二収納状態を示している。
【図２】第一実施形態の本体筐体と回転軸部との関係を示す図で、（ａ）は本体筐体とキ
ーボード筐体の分解斜視図、（ｂ）は回転軸部の側断面図である。
【図３】第一実施形態の各筐体の動きを説明する図で、（ａ）キーボード筐体の可動範囲
を説明する側面図、（ｂ）は表示筐体の可動範囲を説明する図である。
【図４】第一実施形態の回転軸部の詳細を示す図で、（ａ）は斜視図、（ｂ）は上面図で
ある。
【図５】第一実施形態の取付部に対する付属品取付アダプタの着脱と表示筐体との関係を
説明する図で、（ａ）は表示筐体を前方に倒した状態の側断面図、（ｂ）は表示筐体を立
てた状態の側断面図である。
【図６】本発明の付属品取付アダプタの第一実施形態を示す図で、（ａ）は付属品取付ア
ダプタの分解斜視図、（ｂ）は付属品である超音波探触子を保持した状態の付属品取付ア
ダプタを示す斜視図、（ｃ）は付属品取付アダプタの側面図である。
【図７】図６の付属品取付アダプタの外観図で、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ
）は底面図、（ｄ）は背面図、（ｅ）は右側面図、（ｆ）は左側面図である。
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【図８】本発明の携帯型超音波診断装置の第二実施形態の要部（可動軸部）を示す図で、
（ａ）は上面図、（ｂ）は側断面図である。
【図９】本発明の付属品取付アダプタの第二実施形態を示す部分斜視図。
【図１０】本発明の携帯型超音波診断装置の第三実施形態の概要を示す図。
【図１１】本発明の携帯型超音波診断装置の第三実施形態を示す図で、（ａ）は表示筐体
を前方に倒した状態の側断面図、（ｂ）は表示筐体を立てた状態の側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の携帯型超音波診断装置は、具体的には、表示部を有する表示筐体と、本体筐体
と、表示筐体を本体筐体に対し、折りたたみ可能に支持する支持部とを備え、支持部は、
表示筐体の下端に設けられたアーム部と、アーム部と係合する軸受部を備えた軸受部材と
を有し、軸受部材は、表示筐体の可動範囲を除く領域に、付属品取付アダプタを着脱自在
に取り付けるための取付部が形成されていることを特徴とする。
【００１３】
　或いは、本発明の携帯型超音波診断装置は、表示部を有する表示筐体と、本体筐体と、
表示筐体を前記本体筐体に対し、折りたたみ可能且つ旋回可能に支持する支持部とを備え
、支持部は、表示筐体の下端に設けられたアーム部と、本体筐体に対し回転可能に固定さ
れ、アーム部と係合する軸受部を有する回転軸部とを有し、回転軸部は、前記表示筐体の
折りたたみ動作の可動範囲を除く領域に、付属品取付アダプタを着脱自在に取り付けるた
めの取付部が形成されていることを特徴とする。
【００１４】
　或いは、本発明の携帯型超音波診断装置は、表示部を有する表示筐体と、本体筐体と、
表示筐体を本体筐体に対し旋回可能に支持する回転軸部を有し、表示筐体の表示部が形成
されている側を前方、その反対側を後方としたとき、回転軸部の、表示筐体より後方の位
置に、付属品取付アダプタを着脱自在に取り付けるための取付部が形成されていることを
特徴とする。
【００１５】
　また本発明の付属品取付アダプタは、付属品を保持する保持部と、上述した超音波診断
装置の取付部に対応する取付脚部とを備える。また、保持部と取付脚部とを連結する支持
部材を備える。支持部材は、取付脚部を超音波診断装置の取付部に取り付けたときに、立
てた状態の表示筐体とほぼ平行となるように、収納部との角度及び取付脚部との角度が設
定されている。
【００１６】
　以下、図面を参照して、本発明に係る携帯型超音波診断装置の実施形態を説明する。な
お、図中、同一の要素については同一符号をもって示し、重複した説明を省略する。
【００１７】
＜第一実施形態＞
　先ず、図１を参照して、本実施形態の携帯型超音波診断装置の概略構造を説明する。図
１は携帯型超音波診断装置の概略図であり、(ａ)は操作状態を示す外観図、（ｂ）は縦収
納状態を示す外観図、（ｃ）はフラットな収納状態を示す外観図である。
【００１８】
　なお以下の説明において、「奥行き」とは、超音波診断装置の操作状態において、操作
者に対面する側を前としたときの前後方向をいう。また装置各部の横幅とは、装置に対面
した操作者の左右方向のサイズをいい、高さとは、装置の設置面に対しほぼ垂直な方向の
サイズをいう。
【００１９】
　本実施形態の携帯型超音波診断装置１は、この超音波診断装置の主たる機能を備えた本
体筐体３０と、図示しない入力操作キー部を備えたキーボード筐体５０と、表示筐体８０
と、本体筐体３０とキーボード筐体５０とを回転軸Ｐ１を介して折りたたみ可能に連結す
る第一回転軸部１００と、本体筐体３０と表示筐体８０とを、回転軸Ｐ２及びこの回転軸
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Ｐ２と直交する回転軸Ｑを介して折りたたみ、かつ旋回可能に連結する第二回転軸部２０
０とを備えている。第２回転軸部２００には、図１（ｃ）に示すように、後に詳述する付
属品取付アダプタ４００の取付部４５０が形成されている。
【００２０】
　本体筐体３０は、高さ寸法Ｈ１より奥行き寸法Ｄ１が大きく、この奥行き寸法Ｄ１より
横幅寸法Ｗ１が大きい扁平な外観形状を備えている。また、キーボード筐体５０は、高さ
寸法Ｈ２より奥行き寸法Ｄ２が大きく、この奥行き寸法Ｄ２より横幅寸法Ｗ２が大きい扁
平な外観形状を備えている。また、表示筐体８０は、奥行き寸法Ｄ３より高さ寸法Ｈ３が
大きく、この高さ寸法Ｈ３より横幅寸法Ｗ３が大きい外観形状を備えている。ここで、３
つの筐体３０、５０、８０のそれぞれの横幅Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３は略同じ大きさであり、こ
れにより、分離された３つの筐体の一体感や連続性を持たせて、意匠性を向上させている
。
【００２１】
　本体筐体３０は、略直方体の外観形状の一端に、第一回転軸部１００と第二回転軸部２
００が設けられている。この一端が属する面は、図１（ａ）に示す操作姿勢Ａにおいて、
キーボード筐体５０の入力操作キー部を操作する操作者と対面する側であり、以下、前面
と呼ぶ。
【００２２】
　本体筐体３０の前面の左右方向の中央には、回転軸ベース部３１が形成されており、こ
の回転軸ベース部３１の上面に第二回転軸部２００が設けられている。図示する実施例で
は、回転軸ベース部３１を、上方から見て、円弧状に張り出して形成し、この張り出した
部分が第二回転軸部２００の投影面積内に収まる大きさに設定している。第一回転軸部１
００は、この第二回転軸部２００を挟んで、左右２か所に配置されている。
【００２３】
　キーボード筐体５０は、その最も広い面を構成する上面に、図示しないトラックボール
や文字入力を可能とするキーボード部などの入力操作キーを備えた入力操作キー配置面５
１が設けられている。このキーボード筐体５０の奥行き方向の一端部には、屈曲して斜め
後方に張り出した屈曲部５５が形成されている。この屈曲部５５に、第一回転軸部１００
を構成する左右一対の第一アーム部５２と、第２回転軸部２００を回避する切欠部５３が
形成されている。
【００２４】
　キーボード筐体５０の、屈曲部５５が形成された一端部と反対側の端部には、キーボー
ド筐体５０から引き出し可能なハンドル部５４が備えられている。ハンドル部５４は、図
１（ｂ）、（ｃ）に示す収納姿勢Ｂにおいて、搬送する際の持ち手として機能する。また
図１（ａ）に示す操作姿勢Ａにおいて、ハンドル部５４を引き出すことにより、入力操作
キー配置面５１に配置される図示しないキーボード部やトランクボールなどの操作の際に
、パームレストとしての役割をはたすことができる。
【００２５】
　表示筐体８０は、その最も広い面を構成する表示部配置面８３に表示画面部８１が設け
られ、その下端部に第二回転軸部２００を構成する第二アーム部８２が設けられている。
【００２６】
　次に、図２を参照して、第一回転軸部１００及び第二回転軸部２００の詳細を説明する
。図２（ａ）は、本体筐体３０の前面３２と、キーボード筐体５０の屈曲部５５とを示す
分解斜視図、（ｂ）は第二回転軸部２００の、本体筐体３０奥行き方向に沿った側断面図
である。
【００２７】
　第一回転軸部１００は、本体筐体３０の前面の両側上部に張り出して設けられる一対の
固定軸部１０１と、この一対の固定軸部１０１を両側から回転可能に保持する第一アーム
部５２とから構成される。固定軸部１０１と第１アーム部５２とを貫いて、回転軸Ｐ１が
設けられており、この回転軸Ｐ１を介して、本体筐体３０に対してキーボード筐体５０を
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回動させることができる。例えば、キーボード筐体５０を図３（ａ）に実線で示す収納姿
勢Ｂから、前方に回動させて、点線で示す位置（操作姿勢）まで開くことができる。
【００２８】
　第二回転軸部２００は、図２（ｂ）に示すように、表示筐体８０の一端に張り出して設
けた第二アーム部８２と、この第二アーム部８２と本体筐体３０とを回転可能に連結する
可動軸部２０１とから構成される。可動軸部２０１は、ほぼ円柱形状の外観を備えて、そ
の底面から垂直に突出する軸部２５１（回転軸Ｑ）が形成され、この軸部２５１（回転軸
Ｑ）が、回転軸ベース部３１の上面に形成された凹部３３に旋回可能に取り付けられてい
る。また、可動軸部２０１の上端には、第二アーム部８２の先端部を両側で回転可能に支
持する軸受部２０２が設けられている。軸受部２０２は、回転軸Ｐ２を中心とする第二ア
ーム部８２の回動動作に支障をきたさないように丸みを持って形成されている。これによ
り、第二アーム部８２が固定された表示筐体８０を、本体筐体３０に対して回転軸Ｐ２を
中心に回動させて、例えば、図３（ｂ）に実線で示す折りたたんだ姿勢（収納姿勢Ｃ）か
ら、点線で示す立てた状態（操作姿勢）にすることができる。
【００２９】
　ここで、可動軸部２０１の旋回中心である回転軸Ｑと、第二アーム部８２の回動の回転
中心である回転軸Ｐ２とは直交する関係で設けられている。これにより、上述した表示筐
体８０の回動を可能にすると共に、図３（ｂ）点線で示す立てた状態（操作姿勢Ａ）にお
いて、回転軸Ｑを中心に旋回させることができる。またキーボード筐体５０の回転中心で
ある回転軸Ｐ１と、表示筐体８０の回転中心である回転軸Ｐ２とは、同軸Ｐ上にあり、こ
れによってキーボード筐体５０と表示筐体８０とを、図３に示すように、ロック機構６０
でロックして、一体として本体筐体３０に対し回動させることも、またロック機構６０を
解除して両者を独立して回動させることも可能である。
【００３０】
　また、図示する実施例では、可動軸部２０１を取り付ける回転軸ベース部３１を、本体
筐体３０の前方に張り出した形状としているので、表示筐体８０の旋回面Ｒである回転軸
ベース部３１と可動軸部２０１との接触面を広くすることができ、表示筐体８０の安定し
た支持と旋回とを可能にしている。
【００３１】
　本実施形態の携帯型超音波診断装置は、上述した構造を基本として、さらに可動軸部２
０１の軸受部２０２に、付属品取付アダプタ４００の取付部（アダプタ取付部）４５０が
形成されていることが特徴である。本実施形態では、軸受部２０２の第二アーム部８２の
可動範囲の後方の空間を利用して、アダプタ取付部４５０を形成する。
【００３２】
　図４及び図５を参照して、アダプタ取付部４５０を含む軸受部２０２の詳細を説明する
。図４は可動軸部２０１の構造を示す図で、（ａ）は斜視図、（ｂ）は上面図である。ま
た図５、アダプタ取付部４５０へ付属品取付アダプタ４００の取付を説明する図で、（ａ
）は表示筐体８０が折りたたまれた状態（図３（ｂ）に実線で示す状態）、（ｂ）は表示
筐体８０を立てた状態（図３（ｂ）に点線で示す状態）を示している。
【００３３】
　軸受部２０２は、図４に示すように、両側面２０３とそれらで挟まれた底面２０７とで
構成される空間であり、両側面間の距離Ｄは、先端がＵ字形状に形成された第二アーム部
８２の厚みとほぼ等しく、それによって第二アーム８２の回転軸Ｐ２方向の移動を規制し
ている。また底面の形状は、概ね、回転軸Ｐ１の直下の、Ｐ１に平行な中心線Ｌよりも前
方は、軸受部２０２の前端部まで平面状になっている。また中心線Ｌから後方に向かって
第二アーム８２の先端部の丸みとほぼ同形状に丸み（Ｒ）が形成され、底面から立ち上っ
た形状になっている。このＲによって形成される底面後方の斜面と、中心線Ｌより前方の
平面との間の空間が、第二アーム８２の可動範囲即ち表示筐体８０の可動範囲であり、こ
の底面の後方斜面の傾きで、表示筐体８０を立てた状態における本体筐体３０に対する角
度θ（図３（ｂ））が決まる。つまり、後方斜面を含む底面の形状によって、表示筐体８
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０は、後方への倒れ込みとそれにより視認性が損なわれるのを防止している。
【００３４】
　アダプタ取付部４５０は、図５（ｂ）に示す表示筐体８０を立てた状態において、第二
アーム部８２の後面と可動軸部２０１後面との間に存在する可動軸部２０１の厚みを利用
して設けられている。具体的には、軸受部２０２の後方に、両側面２０３を回り込ませて
縁部２０４を形成し、この後方縁部２０４の前部に、付属品取付アダプタ４００の取付脚
部４０１を装着可能な、前方に切り欠かれた凹状の取付部４５０を形成する。付属品取付
アダプタ４００の取付脚部４０１は、図５（ａ）に示すように、下方が広く、上方が細く
なった形状を備えており、取付部４５０に取り付けられた状態で、その前面が軸受部２０
２の側面部２０３と連続する形状に形成されている。また、取付部４５０の底面には、穴
２０５が形成されており、取付脚部４０１の底面に形成された突出部４０２が、この穴２
０５に嵌合するようになっている。
【００３５】
　この付属品取付アダプタ４００の取付構造では、図５(ａ)に示すように、表示筐体８０
を前方に倒すことにより、後方縁部２０４の前部に形成される凹状の取付部４５０が露出
する。この露出した取付部４５０に付属品取付アダプタ４００の取付脚部４０１を挿入し
、付属品取付アダプタ４００を取り付ける。この状態で、取付脚部４０１は固定されてい
ないが、嵌合穴２０５に突出部４０２を嵌合させることにより、とりあえず、この不安定
な状態を保持することができる。次に、図５（ｂ）に示すように、表示筐体８０を立てた
姿勢に戻す。この状態で、取付脚部４０１は、軸受部２０２の後方縁部２０４と第２アー
ム部８２との間に安定して保持される。一方、表示筐体８０を前方に倒せば、取付部４５
０前部の空間が空き、付属品取付アダプタ４００を簡単に取り外すことができる。このよ
うに、本実施形態では、表示筐体８０の折りたたみ動作を付属品取付アダプタ４００のロ
ック機構として活用することができる。
【００３６】
　また、この構造によれば、図５（ｂ）の状態であれば、付属品取付アダプタ４００は表
示筐体８０の後方に固定支持され、且つ、付属品取付アダプタ４００は、表示筐体８０と
ともに可動軸部２０１に取り付けられているので、図１(ａ)に示したように、表示筐体８
０の旋回に伴って、付属品取付アダプタ４００を連動して旋回させることができる。
【００３７】
　次に、図６及び図７を参照して、本実施形態の携帯型超音波診断装置に装着される付属
品取付アダプタの構造について説明する。図６中、（ａ）は付属品取付アダプタの部品展
開図であり、（ｂ）は付属品取付アダプタの斜視図、（ｃ）は付属品取付アダプタを構成
する部材の関係を説明する図である。図７は、付属品を取り付けた状態の付属品取付アダ
プタの外観図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は底面図、（ｄ）は背面
図、（ｅ）は右側面図、（ｆ）は左側面図である。
【００３８】
　付属品取付アダプタ４００は、図６に示すように、周囲を丸み形状とする変形したトラ
ック形状のテーブル面４２０と、テーブル面４２０の面方向とほぼ同じ方向に延び、テー
ブル面４２０を支持する横支持体４１１と、横支持体４１１の他端に連結された主支持体
４１０と、主支持体４１０の下端部に設けられる取付脚部４０１と、横支持体４１１のテ
ーブル面側の端部と主支持体４１０の下端部とを連結する補強支持体４１２とを含んで構
成される。
【００３９】
　テーブル面４２０には、超音波探触子１０などを取り付けるための複数の開口穴４２１
が設けられている。この開口穴４２１は、外周方向が切り欠かれており、この切欠部４２
２を介して、超音波探触子１０のコードを通して、超音波探触子１０を開口穴４２１に装
着することができる。テーブル面４２０の開口穴４２１には、超音波探触子１０を傷つけ
ることなく安定して収納するために、柔軟性のある樹脂材料で形成される開口部カバー４
２３を装着することもできる。この場合、この開口部カバー４２３はリング状の一部（４
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２２）が切り欠かれたＣ字状の外観を備えて、コードを通すことが可能な構造としている
。
【００４０】
　主支持体４１０は、図６（ｃ）に示すように、横支持体４１１に対し、９０度より大き
い角度を持って連結されており、テーブル面４２０を水平にした状態では、水平方向に対
し所定の角度を有している。この角度は、表示筐体８０を立てた状態における本体筐体３
０に対する角度θ（図３（ｂ））とほぼ同様である。補強支持体４１２は、このように角
度を持って連結された主支持体４１０と横支持体４１１とを支持することで、支持構造を
補強している。
【００４１】
　取付脚部４０１は、主支持体４１０とほぼ平行に形成された傾斜する面を持つ断面が略
三角形の部材で、底部に突出部４０２が形成されている。既に述べたように、この形状は
、可動軸部２０１の軸受部２０２に形成されたアダプタ取付部４５０の形状と一致する。
【００４２】
　上記構成の付属品取付アダプタ４００を、本体筐体３０の広い面を水平に置いた状態で
、可動軸部２０１の軸受部２０２に取り付けた場合、表示筐体８０を立てた操作姿勢では
、主支持体４１０は表示筐体８０の傾斜と平行して配置され、テーブル面４２０は水平に
保たれる。またテーブル面４２０は、横支持体４１１の長さに相当する距離分、表示筐体
８０の裏面から離れて配置される。この状態で、表示筐体８０を回転軸Ｑの周りに旋回さ
せると、表示筐体８０と一体として付属品取付アダプタ４００も旋回する。
【００４３】
　従って、付属品取付アダプタ４００が表示筐体８０の動作や表示面の視認性を損なうこ
となく、付属品取付アダプタ４００に対する付属品の取り付け或いは取り外し動作を円滑
に行うことができる。しかも、図示する付属品取付アダプタ４００は、テーブル面４２０
に設けた開口穴４２１は切欠部４２２を備えた開口部カバー４２３を備えているので、コ
ードを付けたまま超音波探触子１０を装着することができる。
【００４４】
　なお、図６及び図７に示す実施例では、付属品保持部としてテーブル面４２０を採用し
た付属品取付アダプタ４００を説明したが、付属品保持部の形状は図示するものに限定さ
れるものではない。例えば、超音波探触子１０のコードを引っ掛けることが可能な棒状の
部材や、同様な機能を備えた形状としてもよい。
【００４５】
＜第二の実施形態＞
　第一実施形態では、付属品取付アダプタの取付部を、表示筐体を旋回動作させる軸受部
に連続して設けるとともに、表示筐体の折りたたみ動作を付属品取付アダプタのロック機
構として機能させる実施形態を説明したが、本実施形態は、付属品取付アダプタの取付部
を、可動軸部２０１の軸受部２０２とは異なる位置に設けたものである。その他の構成、
例えば、本体筐体３０とキーボード筐体５０との接続（第一回転軸部１００の構成）、軸
受部２０２と表示筐体８０との接続（第二回転軸部２００の構成）は第一実施形態と同様
であり、以下、異なる点を中心に説明する。
【００４６】
　図８に、本実施形態の携帯型超音波診断装置の可動軸部２０１を示す。図８（ａ）は上
面図、（ｂ）は側断面図である。可動軸部２０１は、第一実施形態の可動軸部２０１と同
様に、ほぼ円柱形状の外観を備えて、その底面から垂直に突出する軸部（回転軸Ｑ）が形
成され、この軸部（回転軸Ｑ）２５１を介して、回転軸ベース部３１の上面凹部３３に旋
回可能に取り付けられている。また、可動軸部２０１の上端には、第二アーム部８２の先
端部を両側で回転可能に支持する軸受部２０２が設けられている。さらに、可動軸部２０
１の上端には、軸受部２０２とは別に、軸受部２０２の後方に、付属品取付アダプタの取
付部４５０が形成されている。
【００４７】
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　図示する実施例では、取付部４５０は、円筒状の可動軸部２０１の外周面に沿って垂直
に形成されており、付属品取付アダプタの支持構造を安定させるために、取付部４５０の
幅を円柱形状の外周に沿って広げ、軸受部２０２の幅より広くしている。表示筐体８０の
堅固な支持構造と意匠性とを両立させるためには、制限された可動軸部２０１上面の面積
に対し、第二アーム部８２を支持する軸受部２０２の大きさをできるだけ大きくする必要
があるため、軸受部２０２の後方に取付部４５０のための十分な領域を確保することは難
しいが、取付部４５０の幅を可動軸部２０１の円柱形状の外周に沿って広げて円弧状にす
ることにより、取付部４５０の大きさを確保するとともに安定した支持構造とすることが
できる。
【００４８】
　一方、付属品取付アダプタ４００は、テーブル面４２０、横支持体４１１、主支持体４
１０および補強支持体４１２の構造は、第一実施形態と同様であるが、取付脚部４０１は
、図９に示すように、可動軸部２０１に形成された取付部４５０の形状に対応した外観形
状を有している。取付脚部４０１に対し、主支持体４１０は所定の角度を持ち、取付脚部
４０１を可動軸部２０１の取付部４５０に取り付けたときに、テーブル面４２０を水平に
維持し、且つ主支持体４１０と表示筐体８０とが略平行になるようになっている。
【００４９】
　本実施形態においても、第一実施形態と同様に、付属品取付アダプタ４００によって表
示筐体８０の動作や表示面の視認性を損なうことなく、付属品取付アダプタ４００に対す
る付属品の取り付け或いは取り外し動作を円滑に行うことができる。また本実施形態では
、表示筐体８０の折りたたみ動作を利用した付属品取付アダプタ４００のロック機能を採
用することができないが、取付部４５０が第二アーム８２の軸受部２０２と独立している
ので、取付部４５０に付属品取付アダプタ４００を差し込んだ状態で両者を密着させるこ
とができ、安定した支持構造が得られる。特に、取付部４５０の形状を略円弧状にした場
合には、さらに安定した支持構造が得られる。
【００５０】
＜第三実施形態＞
　上記第一及び第二の実施形態では、表示筐体とキーボード筐体が、それぞれ、本体筐体
に対し折りたたみ可能である携帯型超音波診断装置を説明したが、キーボード等の入力操
作キーが本体筐体と一体である所謂ノートタイプの計測装置や、キーボード筐体を本体筐
体に対し着脱可能にした携帯型超音波診断装置についても、本発明を適用することができ
る。以下、本発明の第三実施形態として、本発明をノートタイプの携帯型超音波診断装置
に適用した実施形態を説明する。
【００５１】
　本実施形態の携帯型超音波診断装置の外観形状を図１０に、側断面を図１１に示す。図
１１において、（ａ）は表示筐体を折りたたんだ状態、（ｂ）は表示筐体を立てた状態を
示している。この携帯型超音波診断装置１１は、表示筐体８００が本体筐体３００に対し
折りたたみ可能なノートタイプの超音波診断装置であり、本体筐体３００の上面には、図
示しないキーボード等の入力操作キーが設けられている。表示筐体８００を折りたたんだ
状態では、その表示面８１０は本体筐体３００の上面の入力操作キーと対面する。入力操
作キーを操作する操作者が対面する本体筐体３００の面を前面、その反対側を裏面とする
とき、本体筐体３００の裏面側に、第一実施形態の第二回転軸部２００と類似する構造が
設けられている。即ち、本体筐体の裏面側に回転軸ベース部３０１を形成し、この回転軸
ベース部３０１で、可動軸部５０１を回転可能に支持する。回転ベース部３０１を形成す
る位置は、裏面の中央でもよいし、左右いずれかに偏っていてもよい。
【００５２】
　可動軸部５０１は、ほぼ円柱形状の外観を備えて、その底面から垂直に突出する軸部（
回転軸Ｑ）が形成され、この軸部（回転軸Ｑ）を介して、回転軸ベース部３０１の上面に
旋回可能に取り付けられている。また、可動軸部５０１の上端には、表示筐体８００の下
端部に形成されたアーム部８０２の先端部を両側で回転可能に支持する軸受部５０２が設
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１（ａ）に示す折りたたまれた姿勢と、図１１（ｂ）に示す立ち上った姿勢（操作姿勢）
との間を回動することができるとともに、操作姿勢において、回転軸Ｑを中心として旋回
することができる。
【００５３】
　軸受部５０２は、本体筐体３００の裏面側に設けられている点で第一実施形態の軸受部
２０２と異なるが、その他は同様であり、アーム部８０２の可動範囲の後方に、側面を回
り込ませた付属品取付アダプタ４００用取付部４５０が形成されている。付属品取付アダ
プタ４００は、図６、図７に示した、取付部４５０の形状と同じ形状の取付脚部４０１が
形成されたものが使用される。
【００５４】
　本実施形態においても、表示筐体８００を倒した状態で、付属品取付アダプタ４００を
取付部４５０に取り付けた後、表示筐体８００を立てて付属品取付アダプタ４００を取付
位置にロックすること、この状態で表示筐体８００を、回転軸Ｑを中心として旋回させる
と付属品取付アダプタ４００も同時に旋回し、表示画面の視認性を損なうことがないこと
、は第一実施形態と同様である。
【００５５】
　本実施形態のノートタイプの超音波診断装置についても、第二実施形態と同様の変更が
可能であり、取付部４５０を軸受部５０２から独立して可動軸部５０１に形成してもよい
。
【００５６】
　以上、本発明を、主として、携帯型超音波診断装置に適用した実施形態を説明したが、
本発明は、本体に対し可動な表示筐体を備え、付属品の取付を必要とする計測装置であれ
ば、超音波診断装置以外の各種計測装置に適用することができる。
【００５７】
　また以上の実施形態では、表示筐体が、本体に対し折りたたみ可能であるとともに旋回
可能である携帯型超音波診断装置を説明したが、本発明の特徴は、本体筐体に対し表示筐
体を支持する支持部の、表示筐体の表示画面と重ならない位置に、具体的には表示筐体の
後方に、付属品取付アダプタの取付部を設けたことを特徴とするものであり、その特徴を
備えるものであれば、表示筐体は折りたたみ機能と旋回機能の両者を備えている必要はな
く、いずれか一方のみでもよい。
【符号の説明】
【００５８】
１、１１・・・携帯型超音波診断装置、１０・・・超音波探触子、３０、３００・・・本
体筐体、３１、３０１・・・回転軸ベース部、３２・・・本体筐体の前面、３３・・・凹
部（軸受部）、５０・・・キーボード筐体、５１・・・入力操作キー配置面、５２・・・
第一アーム部、５３・・・切欠部、５４・・・ハンドル部、５５・・・屈曲部、８０、８
００・・・表示筐体、８１、８１０・・・表示画面部、８２、８０２・・・第二アーム部
、８３・・・表示部配置面、１００・・・第一回転軸部、１０１・・・固定軸部、２００
・・・第二回転軸部、２０１・・・可動軸部、２０２・・・軸受部、２０３・・・側面部
、２０４・・・後方縁部、２０５・・・嵌合穴、２５１・・・旋回軸、６０・・・ロック
機構、４００・・・付属品取付アダプタ、４０１・・・取付脚部、４０２・・・突出部、
４１０・・・主支持体、４１１・・・横支持体、４１２・・・補強支持体、４２０・・・
テーブル面、４２１・・・開口穴、４２２・・・切欠部、４２３・・・開口部カバー、４
５０・・・取付部。
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